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国際言語文化研究所重点プロジェクト A1　
歴史・移動・物語の包括的研究プロジェクト　日系移民の衣食住研究グループ「移民の衣食住」

カナダ・バンクーバーにおける日本人移民の家内労働
─ 20世紀初頭におけるガーディナーの萌芽─

河原典史

Ⅰ　はじめに

19 世紀後半の北米では，博覧会でのパビリオンとして日本庭園が注目されはじめていた。そ
れはヨーロッパからアメリカ合衆国の東海岸，さらに西海岸へと展開した１）。このような日本庭
園の萌芽について，筆者はカナダ西岸のブリティッシュ・コロンビア州（以下，BC州）におけ
る日本庭園の建造について，次のように紹介してきた。
1843 年，ハドソン湾会社がビクトリア西方の水路沿いにゴージ公園を開園した。横浜市北方

町（現・中区）出身の岸田伊三郎は，1907 年にこの公園でカナダ最初の日本庭園を建造し，そ
の後もビクトリアに 3ヶ所の日本庭園を造園した２）。バンクーバー沖のボーウェン島には，1912
年に佐賀県三

み や き

養基郡北
きたしげやす

茂安村（現・みやき町）出身の古賀大吉が日本庭園を造園した３）。彼らの
経歴だけでなく，筆者は造園の社会・経済的背景，さらに労働力の確保についても検討した４）。
さらに 1935 年には，前年にビクトリアで客死した新渡戸稲造を紀念する日本庭園がブリティッ
シュ・コロンビア大学（以下，UBC）に建造された５）。すでに当時から，これらの日本庭園の
造園に関わる日本人ガーディナー（gardener）が存在していた。しかし，その多くは白人の邸
宅の芝草を刈り取り，落ち葉を拾い集める庭園業（maintenance），いわば庭師に過ぎなかった６）。
つまり，白人の「住」の環境整備に，日本人移民は少なからず貢献していたのである。
次に，日本人ガーディナー史をめぐる先行研究について，その研究方法から検討しよう。第
二次世界大戦前にカナダへ渡った日本人の就業をみると，特定の業種に集中する傾向があった。
排斥のなか，英語のままならない日本人が就ける職業は限られていた。それは渡航時期や日本
とカナダの政策，そして先駆者の出現とその後の連鎖移住などによる。おもにサケ缶詰産業に
関する漁業には和歌山県出身者が多く，製材業や商業には滋賀県，伐木業や炭鉱業では熊本県
の出身者の占める割合が大きかった７）。とくに，日本人の活動について実証的な研究の必要性を
説いた佐々木は，当時の日本人名簿８）や職業別電話帳９）を復刻し，それらを活用したバンクーバー
での日本人商店の実態解明を試みた 10）。同様の方法で，末永國紀は滋賀県出身者の商業活動を
考察した 11）。しかし，名簿には常設店舗しか記載されていなかったため，経営者が日本人であっ
ても，そこでの雇用者は不明であった。さらに，非常設店舗の場合には，職種や就業地などは
定量的に解明できなかった 12）。つまり，日本人名簿に依拠してきた限り，佐々木や末永におい
ても店舗を持たないガーディナーについては言及できていないのである。
このようなレビューをふまえて筆者は，定量的な日本人ガーディナーの活動について歴史地
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理学的アプローチから実証する方法 13）を検討してきた。経年的に発刊されていた英語住所氏名
録，通称 BC Directoryには街路別に地番毎の居住者とその職業が明記されている。日本人につ
いては “Japanese” とだけ記されていたり，不正確な “oriental” や “Chinese” などと誤記されてい
たりしたが，1930 年代以降になるとほぼ正確な氏名が記されるようになる。職業についても，
被雇用者の場合には製材所や商店などの事業所名までが記載されている。したがって，先行研
究で利用されてきた日本人名簿では不明であった庭園業を主体とするガーディナーについても，
“gardener” と記載された日本人を確認することが可能となる。さらに，家屋 1棟単位まで描か
れた約 1,200 分の 1スケールでの Fire Insurance Plan（火災保険図）との併用から，日本人ガーディ
ナーの居住地について景観復原図を作成し，その地域的展開が把握できるのである 14）。しかし，
これらの資料の整備前における日本人ガーディナーの実態は不明であり，断片的なエッセイな
どで紹介されるに過ぎなかった。繰り返しになるが，従来の日本語資料に依拠する限り，彼ら
の活動の把握は困難なのである。
そこで本稿では，20世紀初頭のバンクーバーにおける日本人ガーディナーの萌芽について明ら
かにする。当時，白人宅での家内労働における雑用の1つとして，料理とともに庭仕事があった。
そこで英語を修得して資金を蓄積した日本人移民は，やがて他産業で活躍することが一般的であっ
た。そのため，先に白人宅での家内労働に就いていた中国人と同様，その労働はあくまでも成功へ
の前段階とされてきた。関連する統計や資料も未整備であり，何よりもそれをめぐる語り（オーラ
ルデータ）は軽視されてきたのであろう。カナダ日本人移民史が看過してきたこのテーマには，新
たな課題は少なくないのである。

Ⅱ　資料の活用と研究方法

1　カナダ政府資料の分析
イギリスとのアヘン戦争（1840 ～ 42 年）後，南京条
約（1842年）によって清国は開港した。新たに中華民国が
建国されると，福建省を中心とする東南部から多くの人々
がアメリカ大陸やオセアニアなどへ渡った。カナダでは
金・炭鉱業や鉄道工夫，そしてサケ缶詰産業での缶詰作
業に彼らは携わった15）。中国に遅れて開国した日本も，「元
年者」と呼ばれるハワイ移民を皮切りに朝鮮・台湾など
への殖民，そしてアメリカ大陸へ移民を送出した 16）。
このような 19 世紀後半における中国と日本からの出稼
ぎや移民の増加を鑑みたカナダ政府は，1902 年に全 430
頁からなる実態報告書 Report of the Royal Commission on 

Chinese and Japanese Immigration17）を刊行した（図 1）。
第 1部は，中国人移民について 27 章から構成されている。
そこには，前述した鉱業やサケ缶詰産業，さらに近郊農
業などで白人に雇用される様子が厚く記述されている。

図1　  Report of the Royal commission 
on Chinese and Japanese 
Immigration, 1902の表紙

　　　UBC Library Open Collections
　　　  （http://resolve.library.ubc.ca/cgi-

bin/catsearch?bid=85000）より転載
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また，仕立業や洗濯業など中国人が多くを占める生業も報告されている。
そのなかで，第 16章・家内労働者（Domestic Servants）の報告は興味深い。中国人移民が 2,000

人を超えるバンクーバーで 262 人，700 人のニュー・ウエストミンスターで 65 人の中国人が，
白人宅で家内労働者として従事していたのである。多くの白人家庭は中国人を雇用し，それは
現地における中国人移民の 1割を占めていた。1ヶ月に約 30 ～ 35 ドルで雇用される彼らの仕事
には，調理を中心とする家事のほか，庭仕事があった。このような中国人は高額の賃金を要求
したため，低賃金である白人女性の雇用が望まれた。彼女たちの賃金は 20 ～ 25 ドル，14 ～ 16
歳の少女の場合には 12 ～ 15 ドルであった。何よりも，急増するアジア移民への偏見もみられ
たであろう。そこで，カナダ東部から白人女性の募集も試みられたが，それは困難であった。
そのため，中国人に代わって日本人が雇用され，増加したのである。
一方，第 2部の日本人移民については 6章からなる。そのうち水産業，製材業と造船業のほか，

第 4章・その他の職業において鉱業，鉄道や海運，そして洋服仕立人と並んで家内労働者が記
述されている。中国人と同様，多くの日本人が白人宅の家内労働者として雇用されていたので
ある。ただし，賃金は日本人の方が低額であり，雇用される日本人の満足度は低かった。カナ
ダ入国当初において，日本人も次の職業へ転出するための生活手段，そして英語習得のために
家内労働を選択するケースも少なくなかったようである。
報告書によれば，ビクトリアにおける 139 人の日本人労働者のうち，約 40％にあたる 57 人が
家内労働業に就いている。BC州の首都ゆえ，前述したサケ缶詰産業や製材業での雇用が少なかっ
たとはいえ，この数値は高次といわざるをえない。家内労働者の仕事には，男女によって多少
の差があった。女性は料理の下ごしらえや子守（ベビーシッター）などであるのに対し，力仕
事を任される男性はベッドメイキング 18）や庭仕事，つまりガーディナーとしての役割も含まれ
ていたのである。
このカナダ政府の報告書によれば，まだ庭園業は独立した生業として認識されていなかった
と思われる。しかし，この頃から家内労働の 1つとして，特別な技術を要する庭仕事は日本人
には有力な生業として注目されていたのである。

2　おもな家内労働とその賃金
表 1は，1900 年代初頭のバンクーバーを中心とするカナダ西部における日本人のおもな家内
労働とその賃金である。これをみると，白人社会のなかで日本人は多種多様な業種で労働して
いた様子がわかる。一般的な普通家庭のほか，宿泊施設の旅館（ホテル），さまざまなコミュニ
ティーの集会所である倶楽部，いわゆる食堂（レストラン）の洋食店や，おもに白人事業所が
テナントとなる建物に関するビルディングなどで日本人は活躍した。
まずは，白人家庭を職場とする「普通家庭」に目を向けてみよう。資料には学僕とあるが，
いわゆるスクールボーイは白人家庭の雑用を担う学生であり，スクールガールはその女性であ
る。1907 年におけるこれらの賃金は低く，ハウスウォークで 1ヶ月に 15 ドル，学生による雑役
では 2～ 4 ドルにすぎない。ただし，彼・彼女たちにとって白人家庭で働くことは，カナダ社
会の生活習慣を学び，何よりも英語の取得への近道であった。
それに対し旅館，倶楽部や洋食店などでの賃金は 30 ～ 60 ドルである。普通家庭に比べ高給
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なのは，接客にあたって語学が必要であったためである。さらに，旅館や洋食店のコックやベー
カー（パン職人）は，70 ～ 75 ドルを得る技術職として認知されていた。
12 年後における 1919 年の賃金をみると，旅館・給使やベルボーイを除いて，すべての職種で
賃金は上昇している（表 1）。1907 年に比べてほとんどが，2～ 5 割増の数値を示している。変
化はないものの，コックのような技術職は，1907 年当時においても比較的高給を得ている。もっ
とも増額率が高く，高給な職種はブッチャー（肉屋）である。精肉を切り分け，ハムやソーセー
ジなども製造する彼らの技術は高次であった。
そのなかにあって，普通家庭での雑務の 1つである「ガーデンボーイ」の賃金は 35 ドルであっ
た。コック，ベーカーやブッチャーなどの賃金に比べると低額ではあるものの，旅館のエレベー
ターボーイやポーター（手荷物運搬者）などと同額であった。しかしながら，普通家庭におけ
る他業種に比べて，同業は最も高給であった。1907 年には 35 ドルであったガーデンボーイの賃
金は 1919 年には 60ドル，1907 年に対して 171％に上昇している。前述したブッチャーに次いで，
その増額率は高い。つまり，ガーデンボーイの需要が高まり，給金の値上げが生じたのであろう。
芝草や季節毎の草花管理など，彼らには求められる技術があった。それは，バンクーバーにお
ける住宅開発の発展によるものに違いない。

表１　バンクーバーにおける日本人の家内労働賃金（1907・1919年）

注 1：単位はドル
注 2：学僕・スクールガールは食事付
注 3：％は対 1907 年比

中山訊四郎 (1921)『加奈陀同胞発展大鑑　全』, 1054-1055 より作成
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Ⅲ　ガーディナーとしての山本宣治

1　『山宣日記』にみる庭園業
カナダ日本人移民の活動を明らかにする資料として，体験者の日記があげられる。伝記・自伝・
日記類に描かれたライフヒストリーは，文献史学の研究者から看過されてきた諸点が新たに発
見される可能性を秘めている 19）。ガーディナーの体験に基づく園芸や造園をめぐる同類の資料
分析は，日本とカナダとの比較文化研究へもつながる。
生物学者であり，後に政界へ転進した山本宣治（1889 ～ 1929 年）20）は，青年期のカナダ滞

在時に日記を書き綴っている。1889（明治 22）年 5月 28 日に京都市新京極でアクセサリー店を
営む山本亀松・多年の一人息子として生まれた山本は，病弱のため神戸第一中学校（現・神戸
高校）を中退後，宇治川畔の別荘（後の料理旅館「花やしき浮舟園」）で園芸に親しんだ。1906（明

表2　山本宣治の下宿での食事内容

注：―は食事抜き 佐々木敏二編（1979）『山本宣治全集　第 6巻』, 汐文社 , 209-229 より作成
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治 39）年，東京・早稲田の大隈重信邸での園芸見習を経て，遠戚にあたる眼科医・石原明之助
21）に誘われた彼は，1907（明治 40）年 5 月に園芸研究のためカナダへ渡った。5年にわたって
ハウスボーイ，庭園業やサケ缶詰産業などに従事した山本は，1911（明治 44）年に父の病気の
ため帰国した。そして，旧制第三高等学校（現・京都大学の一部）や東京帝国大学（現・東京
大学）で動物学を学んだ後，政治家として活躍した山本は，1929（昭和 4）年 3月 5日に暗殺さ
れた。山本が綴った日記，通称『山宣日記』22）は，後にキリスト教徒や思想家としての苦悩を
読みとることに傾斜されてきた。しかし，生物学者の片鱗を窺わせるような漁場利用 23）やガー
ディナーとしての的確な記述は見のがせない。
本稿で論じるガーディナーに関する記述をめぐる考察の前に，カナダへ入国直後の 1907 年 5
月 14 ～ 26 日における山本宣治，通称・山宣の食事内容についてふれてみよう（表 2）。後述す
る鏑木五郎宅へ 14 日から 16 日に一時滞在した彼は，17 日にスミス家に移った。そのため，前
所での食事は米飯や味噌汁を中心とする和食である。また，新聞社や協会など日本人が占有す
る施設で食事を取る場合には，やはり和食が主要なメニューになっている。それに対し，当然
ながらスミス家での食事はパンとスープを中心とする洋食へ代わっている。ただし，鏑木家で
もほぼ毎日の朝食ではマッシュ 24）とトーストが中心となり，忙しい朝食だけはバンクーバー在
住の日本人にも洋食化が進んでいたようである 25）。
渡加当初，山宣は白人家庭でいわゆるハウスボーイをしていた。しかし，この雑用は薄給で
あり，同じ家内労働であっても技術的なガーテンボーイの方が高給であった（表 1）。京都と東
京で園芸に親しんでいた山宣の苦悩は，以下のように日記に綴られている（資料 1・表 3）。

［資料 1］
ハウスウォーク悪からざれ供，多少の技術の素養ある余の如き者，ガーデンに働けるなら
ばハウスウォークの如き薄給ならず，殊に仕事は面白く，此の如く単調ならず，あゝあゝ！
早く早くガーデンの働きに移りたきものと急に感じたり。
 （1907 年 5 月 23 日）

1907 年 7 月 1 日にバンクーバー・コールハーバー周辺の庭園を見学しているのは，彼の向上
心を示していよう。7 月 9 日には『レディース・ホーム・ジャーナル（Ladies’ Home 

Journal）26）』に掲載された園芸関係の記事を読んでいることも，その一端であろう。幼少期か
ら園芸に親しみ，園芸見習として東京・早稲田の大隈重信邸への住み込みも経験していた山宣は，
バンクーバーの有力新聞『プロヴィーンス』（The Daily Province）の求人欄にガーディナーとし
ての求職広告を掲載した。これを確認した彼は，次のように日記に記している 27）。

［資料 2］
部屋にかへりプロィーンスヴィーンスの広告見る。第一番に余のが掲げてあり，目につき
やすく価値あり。Wanted―Position as a Gardeners help of practical firm, by a Japanese boy, 

experienced about Indoor floriculture. S. y., P. O. Box 868 （略）日本人の広告なかなか多し。
 （1907 年 8 月 13 日）
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ようやく『プロヴィーンス』に掲載されたものの，山宣は日本語新聞『加奈陀新報社』へも
求職広告を問い合わせている。やがて，石原の義兄であるバンクーバー日本人教会初代牧師・
鏑木五郎 28）の紹介で，彼は 8月 17 日からエヴァンス邸において庭師の一歩を踏み出した。ハ
ウスボーイではなくガーディナーとして働くことがよほど嬉しかったのか，山宣は約 1ヶ月も
記さなかった日記へ以下のように綴っている。

［資料 3］
本月十七日より本職にありつき候。当市屈指の富豪エヴァンス氏のガーデンにてグリンハ
ウスも大隈邸のにひけをとらず，園丁長は日本人しかも鏑木牧師の知り人，ボーイは五，六
人皆日本人に候。月給三十五弗なれど，食，室ともなく，食事は協会にて（七円五十銭），
室は石原さんの二階を借用し，毎日電鉄にて通勤仕候。七時より六時迄十一時間なれど一
寸も骨折れず。日曜は丸休みなればハウスウォークよりは大いに気楽で候。エヴァンス氏
は失恋の結果専ら花に注ぎ，（中略）同輩は皆白人。
 （宇治・花やしき宛て書簡，1907 年 9 月 23 日）

表 3　『山宣日記』にみるガーディナーに関する記述（1907～ 1908年）

注 1：原文の記載のママにした
注 2：書簡はすべて宇治・花やしき宛て

出典：佐々木敏二編（1979）『山本宣治全集　第 6巻』,  汐文社 , 214-278 より作成
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この部分を熟読すると，興味深い点がいくつかある。まず，日本での経歴から山宣はガーディ
ナーを「本職」として意識していたようである。次は，「園丁長」が日本人，「ボーイ」が全員
日本人であることである。つまり，ガーディナーの責任者は日本人であり，家内労働者も日本
人であったようである。ただし，「月給三十五弗」の記述は表 1と一致することから，日本人は
家内労働を担いつつ，庭園業にも携わっていたのかもしれない。そして，同業は食事付きの住
み込みではなかったようである。この点について，末尾の「同輩は皆白人」も参照しながら慎
重に検討せねばならないが，家庭内の雑務（ハウスボーイ）はおもに日本人で，ガーディナー
は白人であったと解せよう。つまり，単純労働は日本人，多少の技術を有する庭園業は白人が担っ
ていたようである。
下宿先の石原宅から，「毎日電鉄にて通勤」している記述も看過できない。これは，港湾に隣
接するパウエル地区からエヴァンス邸へ，いわゆる路面電車での通勤である。朝 7時から夕方 6
時までの 11 時間にもおよぶ長時間労働は，山宣には負担でなかった。「7～ 18 時迄の 11 時間労
働」はやや長いようだが，早朝からの勤務に意味がある。北緯 50 度に位置するバンクーバーの
9月中旬では，7時頃にはすでに明るく，庭仕事は可能だった。そして，「日曜は丸休み」とあ
るように，ハウスウォークでは日曜日も家内労働をして拘束されていたことがうかがわれる。

2　エヴァンス一家と庭園業
次に，山宣がガーディナーとして働いた「富豪エヴァ
ンス氏」について紹介しよう。1888 年に創立された
エヴァンス・コールマン・エヴァンス社（Evans, 

Coleman＆ Evans, Ltd.）は，BC州を代表するセメン
トや木材など建築資材の取り扱い業者である29）（図2）。
創業者はパーシー・エヴァンス（Percy Evans）とアー
ネスト・エヴァンス（Ernest Evans）のイギリス人兄
弟と，従兄弟のジョージ・コールマン（George 

Coleman）である。彼らは 1888 年にバンクーバーに
移住し，建築資材の事業を開始した。バンクーバー島
から石炭を移送し，それを本土で販売する 3人は，バ
ンクーバーの港湾地区を拠点に事業を展開した。翌年
に蒸気タグボートを購入した彼らは，水上に繋留した
製材会社の丸太の牽引にも活用し，木材販売も手がけ
て事業を拡大した。20 世紀初頭における建築資材の
大手供給会社となった当社は，ビクトリアやバンクー
バー，ならびに各地に支店を開設した。BC州の発展は，
建設資材の強い需要を生み出したのである 30）。
1911 年，レイモンド・サンズ社（Raymond & Sons）
を買収した同社はビクトリアでの事業を拡大し，パン
ドラ通に店舗，インナーハーバーにあるワーフ通に倉

図2　  Henderson’s city of Vancouver 
directory 1909, 51 に掲載されたエ
ヴァンス社の広告

　　　UBC Library Open Collections
　　　  （http://resolve.library.ubc.ca/cgi-bin/

catsearch?bid=1197804）より転載
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庫を建設した。「BC州の重要な商社」と呼ばれた同社は，第二次世界大戦を経た 1957 年にオー
シャン・セメント会社（Ocean Cement Company）に買収されるまで，建築資材の供給会社とし
て事業を続けたのである。
ところで，エヴァンスが造園に熱心だった理由について，山宣日記によれば「失恋」による
ものであるらしい（資料 3）。花作りや造園が人々の心を癒やすことは，誰しも起こりえるのか
もしれない。それだけでなく，同時期にビクトリア郊外にブッチャート庭園が造園されたこと，
そして両社とのつながりは看過できない。ビクトリアで建築用材を介して協力関係にあったブッ
チャート家は，1908 年頃に石灰石採取後の荒廃地に庭園を建造した。そこには，横浜市出身の
岸田伊三郎が日本庭園を作庭した。両地に庭園が造られた事実を，感傷的な理由だけで判断す
ることは慎まねばならない。しかし，ビジネスパートナーとして両者が連携していた史実は等
閑視できない 31）。そして両者とも日本人に寛容であり，その園丁長にブッチャート邸の岸田と
並んで，エヴァンス邸では次に紹介する角

かど

佐六を迎えていたことは記録しておかねばならない。

3　園丁長の角佐六
エヴァンス邸でガーディナーとなった山宣は，園丁長の角佐六の指示のもと働いた。山宣に
先んじて 1898（明治 31）年にバンクーバーへ上陸した角は，まずは漁業や山林伐採業へ従事した。
日露戦争（1904 ～ 1905 年）での従軍のため一時帰国後，彼は再入国してエヴァンス邸の花園の
監督者になった 32）。当初，『山宣日記』に「門」や「かど」と表記されていた角について，大陸
日報社に次のような記録がある 33）。

［資料 5］角佐六君
明治三十一年に初めてバンクーバーに上陸し，漁業山林伐木等に従事して地盤を作るに努
めつつあったが，たまたま日露戦争の起った際，身軍籍に在ったので召集され，各地に転
戰して偉功を立て，其帰って来てから再び晩市に来て，エバンス氏の住宅に働いて太く主
人の気に入り，益忠勤を抜んでて居た。エバンス氏所有花園の監督として，庭作り花卉の
栽培に特殊の技能を有って居た。氏の帰る時は君を英國に同行して共にともに風月を樂ま
うした。エバンス氏は大の日本贔負の人であった。それ故日本より名士の晩市に来た時は，
時々招待して饗

きょうおう

應し，且花園に案内した。角氏が其間にあって何時も斡旋せられたのは其
労を多とする。或日主人の飼馬に秣

まぐさ

を與
あた

へて鬣
たてがみ

髪を櫛
くしけず

らうとした時，突然駿馬は一蹴を加
へた，不幸にして急所に当った爲め，終に頓

とん し

死を遂げた。妻君みね子に理財の才があって，
後事を整理し，遺愛を訓育して行く所は感ずべきである。

このように，角佐六の経歴は興味深い。「庭作り花卉の栽培に特殊の技能を有って居た」とあ
るが，この技術を角がどのようにして取得したのかは記述されていない。渡加後にエヴァンス
邸において独学で修得したのかもしれないが，出身地の地域性も見のがせない。彼の生誕地で
ある広島県安佐郡三川村古市（現・広島県安佐南区）は，雲石街道沿いの集落であった。この
街道は安芸・広島と出雲（現・島根県東部）や石見（現・島根県西部）とを結ぶ街道の総称で，
近世の広島城下に近接した古市は麻の集散地であった。そのため，関連する各種の商店や顧客
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への娯楽施設が集積し，近代初期におおいに繁栄したという 34）。このような交易の集落で生ま
れた角は庭園を愛し，草花を育てる文化にふれていたのかもしれない。さらに，当時における
カナダの事業家が手がける庭園へ日本からどのような「名士」の来訪があったかは，文化交流
の点からも興味深い 35）。
残念ながら，馬に蹴られるという不慮の事故で角は命を落とした。未亡人となったミネ子の
活躍も，記録に残っている 36）。

［資料 6］角ミネ子
（前略）女史は広島県安佐郡三川村大字古市に本籍を有し，明治三十三年ヴ市に上陸して晩
市に来り良人佐六君と共にキャンべー街に居住す。良人は初めエーバーンスに，後に山林
伐木業に従事し，更にポテトー売買並に漁業に従ひしが，三十七八年日露の役に従軍す，
此間ミネ子は家庭を整へて勤勉刻苦し良人をして後

こ う こ

顧の憂ひなからしむ，不幸にして
四十三年佐六君の死去するや，爾來巾

きんかく

幗の身を以て家業を経営し，此間土地家屋を購入す
る等縦横の手腕を揮ひ，内にありてはよく兒

じじ ょ

女敎養の任に当りて家名を辱しめず，尚進ん
で社會公共事業に尽力し，日本婦人會並に佛敎婦人會等の役員に挙げられて斡旋する所鮮
少ならず。ミネ子は頗

すこぶ

る理財の才に長け，良人の死後旅館を営み大に資産を積みしが大正
七年良人の遺骨を携へて一旦歸國し，親しく親族故

こきゅう

舊に接して久
きゅうかつ

濶の情を述べ，兒女の敎
養を依託し再び帰晩す。（後略）

夫婦の記録を読み比べると，1898（明治 31）年にまず夫・佐六がバンクーバーに移り，その
2年後の 1900（明治 33）年に妻・ミネ子が呼び寄せられている。前述した記録では，夫・佐六
は渡加当初に漁業・山林伐木業に従事し，日露戦争を経た再渡加後にエヴァンス邸で庭園業に
就いている。それに対し，ミネ子の記録ではエヴァンス邸→山林伐木業→ポテト売買・漁業→
日露戦争の順に佐六の経歴が記されている。佐六が亡くなった 1910 年から 12 年後の記録であ
るため，角家や執筆者に誤認があったのかもしれない 37）。
夫・佐六を亡くした 8年後の 1918（大正 7）年，彼女は遺骨を抱えて子供たちと共に帰国した。
その時，長男と長女を母国に托して再渡加したためか，1922 年の記録には二男・良雄，二女・
芳子の 2人の子供たちしか記されていない 38）。パウエル地区の旅館業で生計を立てた彼女は，
日本婦人会や仏教婦人会などの役員も務めるほどの人徳者であった。

Ⅳ　庭園業の諸相

山宣の日記からは，当時のバンクーバーにおける園芸の様子が垣間みられる。例えば，興味
深いのは温室をめぐる作業である。1907 年 9 月 23 日以降の日記を読めば，白人の有する庭園の
イメージがつかめる（表 3）。植物の剪定や，それによって生じた落ち葉やゴミ拾い，肥料の製
造や堆肥の積み替えなどが記されている。それらよりも，温室の設置をめぐる記述が多いので
ある。つまり，ガラスを嵌めて，そこに捏ねたパテをつめて固定するガーディナーは，この温
室内でさまざまな草花を栽培するのである。9月下旬にこの作業が行われているのは，やがて訪
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れる雨期となる冬季 39）に備えるためであろう。
残念ながら，冬季の作業については日記に記されていない。次に庭園業の様子が綴られるの
は翌 1908 年 2 月 3 日である。ここでは具体的な作業内容よりも，ガーディナーの組織化に関す
る記述が重要である。

［資料 7］
（略）角といふ園丁長と相談し今年の夏期は一つ沢山ボーイを集め何所かオフィス（事務所）
を造り電話でも掛け園芸仕事のカンツラクト（請負）を始めるべく計画致し居り候。毎週
一日か二日とか約束を請負ふてボーイに器械を携へさせ廻り歩く，つまり絶えず園丁を雇
ふておく程でもないうちの仕事を請負ひ廻つて歩き一時間三十仙（㌣）以上，四十五仙取り，
ボーイのコムミッションをとるといふ商法に御座候。北晩香坡にせよ此請負にせよ何にし
ても此年内には実収五十弗以上にならねばならぬと決心致候。（後略）
 （1908 年 2 月 3 日）

つまり，園丁長の角と山宣は，多くのガーディナーを雇用し，庭園請負業の経営を試みている。
エヴァンス邸とは異なり，特定のガーディナーを常時雇用することのない白人邸宅を，週に 1，
2日ほど順次回って庭仕事を請け負うという，新しい計画が記されている。なお，当時の移動は
自動車ではなく，まだ徒歩であった。ただし，芝草刈りについては簡単な械器は使用されてい
たようである。時給は 30 ～ 45 セントであるが，年内には 1ヶ月に 50 ドルの獲得がめざされて
いる。庭園業に対し，特別な技能を有していることへのプライド，それが認知されていないこ
とへの葛藤，そして新しいビジネスモデルへの挑戦が読みとれるのである。
1907 年に比べて 1909 年 4 月の記述は厚く，その作業内容は表 4のようにまとめられる。2年
前の秋季と違って，ガラス温室の作製はない。それは当時，エヴァンス氏の「失恋」の直後で
あり，造園の初期段階だったからであろう。4月 10 ～ 22 日に記された内容から明らかになるの
は次の 2点で，第 1は具体的な作業である。「熊手を使ったゴミ取りだし（4月 12 日）」，「庭の
砂れきを取り除き（4月 13 日）」，「骨粉を庭に施肥（4月 14 日）」や「草花の移植や剪定（4月
19 日）」などがある。さらに「塀への草花の打ちつけ（4月 20 日）」，「ローラーを引いて土なら
し（4月 22 日）」のような力仕事も記されている。4月 17 日に「モワーに手を触れるは今日が
初めて」とあるように，芝刈り機（mower）はあるものの，まだ一般的には普及していなかっ
たと思われる。
第 2は，前年から計画していたガーディナーの組織化についてである。以前からのエヴァン
ス邸だけでなく，山宣は 4月 10 日にはホォンビー街 539 番地邸で庭仕事を行っている。4月 12
日にはバークレー街のヤング邸で庭仕事を行った彼は，4月 19 日からロブソン通・ビュート街
北東角のタンストール医師邸へ通っている。現存ではビル群が建ち並ぶバンクーバー都心部で
も，20 世紀初頭では庭を有する大邸宅がみられたのであろう。
角の元で雇用されている日本人ガーディナーとして，「先輩の一人（4月 12 日）」，「新参の朋
輩影山某氏と共にカーにて帰る（4月 13 日）」や「由太郎君も手伝う（4月 17 日）」などの同僚
も記されている。「先輩」「新参」の語句からは，ガーディナー組織の発展していく様子がうか
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がわれる。また，4月 13 日の「カーにて角氏と一緒になる」と「帰途は……共にカーにて帰る」
という記述に留意したい。つまり，午前にエヴァンス邸，あるいは角の自宅から熊手や芝刈り
機などの道具を積み込んだ自動車で出発した彼らは，顧客となる白人宅で順々に同僚を下ろし
ていく（drop off）。そして，午後に作業を終えた彼らを，次々に自動車で迎えに行く（pick up）
のである 40）。なお，1909 年 7 月 8 日の牧野虎次郎宛ての書簡には，「青木兄」と記された友人が
芝刈り機を購入した新聞広告を掲げ，パートナーとともに庭園業を開始したことが記されてい
る。このように，当時のバンクーバーでは組織化された日本人ガーディナーの活躍が萌芽して
いたのである。
気温が上昇する春～夏季の乾期では除草，金

キンレンカ

蓮花の移植，ならびにダリヤの球根，カクタス（サ
ボテン科植物）やマクレツ（マーガレット）の購入のほか，スウィートピーやセントレアの成
長の喜びが記されている。作業以外にも日記には，ほほえましいエピソードがみつけられる。4
月 22 日には昼食の弁当を忘れたので，午後からは庭仕事を休止する予定だった。しかし，その

表 4　『山宣日記』にみるガーディナーに関する記述（1909年）

注 1：原文の記載のママにした
出典：佐々木敏二編（1979）『山本宣治全集　第 6巻』, 汐文社 , 361-365 より作成
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まま継続したため空腹に悩まされ，少し早めに仕事を納める気まずい様子が綴られている。そ
の前日には，タンストール医師と角たちと一緒に山宣は，ヘイスティング通にある馬の展覧会
41）へ視察に訪れている。有力な白人邸には，労働力としての荷役馬や庭仕事にたずさわる農耕
馬が所有されていたのであろう。前述したように，このような役畜として活躍していた馬をめ
ぐって角佐六に悲しい最期が訪れたのである。

Ⅴ　おわりに

観察眼の鋭い山宣は，身の回りに起こったさまざまな事象を日記に書き綴っている。それは，
当時におけるバンクーバーの諸相を読解する足掛かりになる。その 1つとして，1907 年 6 月 30
日の日記には，「一寸秘密の用談」に関する記述がある（資料 7）。

［資料 7］
骨董品店及喫茶店其他花屋など中に設け，先ず一万弗位は投資するという考へにて，尚
五十弗づつの株を募らんかと思ふと色々秘密の話をきかされたり。余がもう少し日本風の
庭園について知識技術を有せば其局にあたりたけれど何分，年が年故仕方なし。
 （1907 年 6 月 30 日）

さらに 7月 6日には，「鏑木氏の計画」という文字もみえる（表 3）。それは，いわゆる日本庭
園の造園計画であった。鏑木を中心とする日本人グループは，北バンクーバー 21 番街に 1.5 エー
カーの荒地を入手し，日本庭園の造園を画策していた。1908 年になると，彼らは 1口 10 ドルで
3,000 株を募集し，資本金 3万ドルの日本庭園会社の設立を計画した。社長に就任した鏑木は，
山宣を同社の事務主任に命じたのである。
造園計画の前年，1907 年に起こったバンクーバー暴動をはじめ，当時のバンクーバーでは日
本人に向けられた白人の視線は厳しかったに違いない。園芸経験があるとはいえ，20 歳にも満
たない山宣を事務主任に就かせ，設計から実際の造園以前の開墾手続きまで任せるという日本
庭園計画は無謀であったといわざるをえない。結果として頓座したものの，骨董品店，喫茶店
や花屋を設置するという日本庭園の意匠は，当時の日本文化の伝播や受容についてともに検討
せねばならない 42）。
1909 年 6 月 24 日の花やしき宛の書簡には，「園芸研究のために加奈陀此 B・C・州に来りし事

は臍
ほぞ

をかむ共及ばざる一生の悔に候事を覚え候」という，後悔の気持ちが綴られている。さらに，
「園芸愛好者もなく花を見ようといふ金持もなき成上り共の集合地に於ては園芸家として口はな
し」からは，開発途上のバンクーバーでは園芸文化は開花しておらず，造園家としては生計が
成り立たなかったようである。ただし，山宣は園芸に関する資金を惜しまない一部の白人には
敬服の念を表わしている。
今後は，角と山宣が試みた日本人ガーディナーによる請負システムの成長と，彼らの組織化
について検討したい。1920 年代における日本人排斥運動のなか，他産業からの転業によって日
本人移民は庭園業を活路の 1つとして見出した。とりわけ，サケ缶詰産業のオフシーズンであ
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る秋～春季に庭園業を選択する日本人移民が現れるのである 43）。白人宅における家内労働の一
部であった「庭仕事」が，やがて「庭園業」として日本人のエスニックビジネスに成長する過
程の解明は，カナダ日本人移民史の再発見になる。

付記
本稿で活用した資料の探求について，UBCアジア図書館の喜多山知子様に大変お世話になり
ました。末筆ながら，ここに記してお礼申し上げます。本稿の作成にあたっては，2020-2024 年
度科研費基盤 C「バンクーバー大都市圏の日本人ガーディナー：技術革新にともなう庭園・造
園業の展開」（代表：河原典史），ならびに 2019 年度（公財）村田学術振興財団研究助成（人文
科学）「海外の近代日本庭園の空間デザインをめぐる国際的研究－カナダ・バンクーバーにおけ
る新渡戸庭園を中心として－」（代表：堤涼子）を使用しました。
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40）白人邸宅を廻って庭仕事を担う場合，徒歩と自動車とではその範囲，いわば顧客圏は異なる。芝刈機
や自動車などの機器の導入によって，ガーディナーの時空間的な行動は変化する。かかる点は戦前～戦
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43）この点については，拙著の第 9章「水産移民の分業システムとネットワーク」に提起している。河原
典史（2021）.『カナダにおける日本人水産移民の歴史地理学研究』, 古今書院 , 281-291.




